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	製品名: UQCRC2ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：ミトコンドリア内膜。この遺伝子によってコードされるタンパク質はミトコンドリアに局在し、ユビキノール-シトクロムc還元酵素複合体（複合体IIIとも呼ばれる）の一部である。この複合体はミトコンドリア呼吸鎖の一部を構成している。この遺伝子の欠損は、ミトコンドリア複合体III欠損症（核型5）の原因となる。[RefSeq提供、2015年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	UQCRC2ウサギmAbを用いたA172細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸組織の免疫組織化学分析。1、UQCRC2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット結腸組織の免疫組織化学分析。1、UQCRC2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

